





























































































査  。) 要
 b日
 温」血動物に於て除神経を行うと,その神経に支配されている骨格筋にFibrillanohを見
 ることは古くより知られて来ているが,その発生のメカニズムに就いては充分な考察が行われて
 いなかった。殊に従来の筋電図学的方法では方法論的に不完全であることをまぬがれたかった。
 そこで著者は細胞内電極法を応用して,その発生機序の解明を細胞のレベルで行った。それによ
 ると除神経后数日を経過すると,該当筋の静止電位は次第に不安定,且つ脱分極の傾向を示すよ
 うになる。その状態、が更に亢進して初めてスパイク放電の発生を見る。スパイク放電の発生焦点
 は特定の部位(例えば筋の終板等に)に固定しているものではなぐ移動性を示すことが認め鑓tた。
 ;又Achに対しては極めて著しい感受性の亢進を示し,正常筋に於ては何等反応を星さない程
 度の低濃度に於て著しい反応を誘発する。即ち自発放電発生以前の筋に対してにAohの脱分極
 作用によって放電を誘発し,既にスパイク放電を見ている筋匠対して1,.t脱分極1乍用によって放電
 のブロックをもたらした。又SucGinylcholine,Sy坦rex等はAo}1と同様の作用を呈
 し,dTcは何等特異的作用を呈さなか?た。更に叉Neo麟i6皿Pe・Ad「∴ロaline・
 Hi6tamine,Anopine,In8Ulin等についてその反応性を険討した。これ等の結果
 は筋生理学に於る自発興奮の発生機序を解明する一知見であると思う。
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